
甲田和弘君（７組）逝去 追悼文 

                           荻原 薫 （８組） 

  

我ら二日会会長の甲田和弘君（７組）が８月２９日に逝去されました。 

４２歳で突然、難病に襲われ、一時は車椅子生活で下半身麻痺に悩まされたものの、

強靭な精神力とリハビリでこれを克服し職場に復帰しました。 

数年前から家庭での静養に入っていましたが、こんどは昨年ガンが発見され、家族

の看護の甲斐無く帰らぬ人となってしまいました。 

余命三ケ月の宣告を受け命の限界を知ってからも、身辺整理、葬儀の準備までと弱

音を吐くことなく、前向きで立派な最期でした。 

９月２日の葬儀では、荼毘に付す前に増澤賢一君（９組）の進行により西村賢治君（９

組）のリードで上田高校校歌を歌い送り出しました。式典では小山田秀士君（７組）の

お別れの言葉、忌中席での西村君の感謝の言葉、葬儀委員長の荻原の挨拶の後、

二日会全員で天国への壮行会を行いました。 

同期の皆さんにも大勢参列し最後の花道を飾っていただき誠にありがとうござい

ました。甲田君との約束は果たせたものの寂しい限りです。 合掌 

（１３年９月５日記） 

 

 

今年の２月２１日、水戸の偕楽園に最後の旅行 

（左から西村、甲田夫妻、荻原） 


